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レジュメ

1.決算書とは

・決算短信

・有価証券報告書

2.決算に含まれる代表的な表

・損益計算書（P/L）

・貸借対照表（B/S）

・キャッシュフロー計算書（C/F）

3.財務３表と関連



決算書とは
3ヶ月毎、１年毎の企業の成績書

決算短信

上場企業が決算発表時に証券取引所に提出する業績の速報

有価証券報告書

上場企業が金融庁に提出を義務付けられている書類



決算書(財務諸表)の代表的な3表

☑損益計算書（P/L）

【Profit＆Loss ｓtatement】

1年間でどれだけ儲かったか、損したかを表す

☑貸借対照表（B/S）

【Balance Sheet】

どうやっておカネを集めて何に使ったのかの決算日時点の状況を表す

☑キャッシュフロー計算書（C/F)

【Cash Flow statement】

１年間でキャッシュ（現金）残高がどれだけ増えたか減ったかを表す



財務３表と関連図

売上はPLへ

稼いだお金は営業CFへ

投資したお金は投資CFへ
使えばBSの資産へ

集めた方法をBSの負債か純資産へ

集めたお金は財務CFへ

営業（経済）活動



財務３表❸

☑キャッシュフロー計算書（C/F）

１年間でキャッシュ（現金）残高がどれだけ増えたか減ったかを表す



キャッシュフロー計算書（C/F）

営業活動によるキャッシュフロー
通常の営業活動（本業）
で稼いだキャッシュフロー

稼ぐ（＋）

投資活動によるキャッシュフロー
本業で稼いだキャッシュを
どのように使うか

使う（－）

財務活動によるキャッシュフロー
資金の調達や返済の状
況、株主還元を表す

使う（－）

☑営業活動で稼いで、

投資や財務の返済に利用するのが健全な状態

☑キャッシュフローで現預金の状況を

しっかり把握する

☑どの項目が「+」か「-」で

会社の状況を判断する



キャッシュフローの例

☑健全型（本業で稼いで、投資したり、返済する）
営業キャッシュフロー：+

投資キャッシュフロー：-

財務キャッシュフロー：-

☑積極型（本業で稼いで、借金して、投資する）

営業キャッシュフロー：+

投資キャッシュフロー：-

財務キャッシュフロー：+

☑安定型（全部からおカネが入る）

営業キャッシュフロー：+

投資キャッシュフロー：+

財務キャッシュフロー：+



キャッシュフローを考えてみる

☑〇〇型（ ）
営業キャッシュフロー：+

投資キャッシュフロー：+

財務キャッシュフロー：-

☑○○型（ ）

営業キャッシュフロー：-

投資キャッシュフロー：-

財務キャッシュフロー：+

☑○○型（ ）

営業キャッシュフロー：-

投資キャッシュフロー：+

財務キャッシュフロー：-



キャッシュフローを考えてみる2

☑〇〇型（ ）
営業キャッシュフロー：-

投資キャッシュフロー：-

財務キャッシュフロー：-

☑○○型（ ）

営業キャッシュフロー：-

投資キャッシュフロー：+

財務キャッシュフロー：+



第２部
決算書を見てみる

■ コロワイドの株の決算書を見てみましょう


